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９月に入り涼しく過ごしやすくなってきましたね。９月２２日から二十四節気（にじゅうしせっき）は「秋分」を迎えま

す。七十二侯（しちじゅうにこう）は「雷乃収声（かみなりすなわちこえをおさむ）」となるそうです。 

怖い雷ですが、本当はとってもありがたいものなんだそうですよ。今月は雷のことについてです。 

スタート 

ゴール 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動す

る迷路ゲームです。正しいルートでゴールまでた

どり着くと、通らなかったパネルが出てきます。         
 

この余りのパネルの漢字を  

つなぎ合わせてできる熟  

語が「答え」になります。        

例題では「以」と「前」の  

パネルが余るので、「以前」  

が答えとなります。  

 

 － 漢字しりとり迷路 応募方法  － 

①名前  ②住所  ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想な

ど。⑤答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

脱 水  

8 月号こたえ  

始業式  →式典  →  典範  →  範囲→  

囲炉裏→裏地→  地理→  理髪→髪形

→形状→状態→態勢→勢力→力不足

→足元→元凶→凶悪犯→  犯罪  

魚のハタハタは漢字で書くと「鰰」「鱩」「雷魚」「燭魚」。別名

カミナリウオ、シロハタと呼ばれています。ハタハタは古語で

雷の擬声語で、現代の「ゴロゴロ」にあたるそうです。 

11～12 月頃には秋田の浅海に大群で押し寄せてきて産卵を

します。日本海側では、雪が降り出す頃に雷が鳴ることも多

く、そこから「カミナリウオ」とも呼ばれているそうです。 

ハタハタは地方によって旬が違い、鳥取など山陰では、産卵前

の脂が乗った３月から５月が旬とされ、「シロハタ」と呼ばれ

珍重されています。秋田では、11 月末から 1 月にかけてで、

卵を持っているメスが珍重され旬となります。そういった雷が

なる季節によくとれることから魚へんに雷で「鱩」という漢字

がつき、雷と言えば、神様が鳴らしているということから

「鰰」という漢字にもつながったと言われているそうです。 

実生活であまり「くわばらくわばら」を使うことは 

ありませんが、時代劇やドラマのワンシーンなどで 

見たことがありますね。元々は, 雷が落ちるのを防ぐ 

ために, 口ずさんでいたものでした。 

諸説はありますが、「くわばらくわばら」の由来となったのが京都

御所前の一角だけある不思議な場所「桑原町」｡ そして, 学問の神

様 菅原道真 (すがわらのみちざね) が関係しているそうです。 

菅原道真の死後以降、天変地異が相次ぎ、雷が京都の町にふりそ

そぎます。その頃から、「この雷は菅原道真の怨念ではないか？」

とささやかれ始めます。しかしこの時、とある不思議なことがお

こります。「菅原道真の故郷である桑原だけは雷が落ちなかった」

この噂の広がりはすさまじく、瞬く間に京都の民は桑原の土地に

向かって雷を避ける意味で「桑原・・・桑原・・・・」と祈り始

めたそうです。この後に菅原道真は雷神として祀られることにな

ったそうです。現在の桑原町は京都地方裁判所の北側の一角。住

居もなく道路になっていますが、なぜか「桑原町」の名前だけが

残っているそうですよ。 

雷が落ちると豊作になるという言い伝えを聞いたことが

ありますか？実はこの言い伝え、本当なんだそう。 

ご存じのように秋は稲が実る季節。一般的に稲刈りは、

9月頃から行われます。多くは8月に「稲の花」が咲

き、9月頃にかけて実をつけていきます。そこで、稲に

とって大事な実をつける時季に起こる雷は、昔から稲の

豊作に関連があると言い伝えられてきたそうです。 

稲妻を「稲の妻」と書くのは、「稲妻」は「稲夫（いな

ずま）」が語源。「夫」は古語で「つま」と呼び、夫のこ

とで、のちに読み方だけが残り「稲妻」になったと伝え

られているのです。つまり、「稲が実る頃の、夫の大事

な役割」という意味があり、その時期「雷」が多いと豊

作になるといわれてきたそう。実際、日本で有数の米ど

ころである新潟県は「稲妻」が多い地域なんだそうです

よ。今年も豊作だといいですね。 

 

暦に書かれている「立春」、「夏至」、「秋分」などの二十四

節気(にじゅうしせっき)はご存知の方も多いかと思います

が、七十二候(しちじゅうにこう)は聞いたことがあります

か？七十二候は、二十四節気をさらに 3 等分（5 日間）

し、季節それぞれの出来事をそのまま名前にした、日ごと

に移ろう細やかな季節のことなんだそうです。天候の変

化、植物の成長、動物たちの動きなどが取り入れられてい

て、これがなかなか面白いものです。その中でも今年は、

９月 23 日～27 日が「雷乃収声（かみなりすなわちこえ

をおさむ）」“雷が鳴り響かなくなる”なんだそうです。ち

なみに、対になる春分の頃には「雷乃発声（かみなりすな

わちこえをはっす）」という候があります。二十四節気は

古代中国のものと変わっていませんが、七十二候は日本の

気候に合うように名称変更されているそうです。全部を調

べてみるとなかなか面白いかもしれません。 



 

 

 

  

  

 

        

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きのこ       3種類くらい 

にんにく          1片 

オリーブオイル        大さじ２ 

粗挽き黒こしょう      少々 

● 酢         大さじ 3 

● しょうゆ      大さじ 1 

● 塩        ひとつまみ 

(3 人分) 

  ) 

 

① きのこ類は一口大に切っておく。（しいたけ、しめじ、えりん

ぎ、まいたけ、えのきなどがおすすめです。） 

② フライパンにオリーブオイル、みじん切りしたにんにくを加

えて弱火で加熱し、香りがでたら中火で①を炒めます。 

③ きのこに火が通ったら、粗挽き黒こしょう、●の調味料を加

えてひと煮立ちさせれば完成。 

④ 粗熱をとり30分ほどなじませるとさらにおいしくなります。 
 

●の調味料をカンタン酢（100ｃｃ）にするともっと簡単！ 

冷蔵庫で冷やしておけば、3日ほど日持ちするので作り置きにおすす

めです。 

ホームページは 

コチラ↓ 

8kg の洗濯物で 80 分、5kg の洗濯物を 52 分で乾燥。 

電気式の 1/3 の時間で乾燥できます。 
 

大風量で乾かすのでシワを軽減できます。 

花粉の季節や黄砂などの大気汚染も気にせずに清潔乾燥できる

ので赤ちゃんの衣類乾燥にも安心。 
 

80 度以上の温風で乾燥させるので「モラクセラ菌」という雑

巾のような悪臭を放つ原因菌を抑制でき、外干しや日光消毒で

も除去できない洗濯物の嫌な臭いを取り除けます。 


